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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  少なくともセルロース系繊維と合成繊維の複合糸からなり、以下の要件を満足すること
を特徴とするワイピング用布帛。
  (1) 剛軟度　３０ｍｍ以下
  (2) 摩擦係数　０．２～０．３
  (3) カバーファクター　１７００～２５００
【請求項２】
　複合糸の交絡数が６０～１１０であることを特徴とする請求項１記載のワイピング用布
帛。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸水性、吸油性が良く、優れた拭き取り性能を有するワイピング用布帛に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来よりワイピング材は、メガネやカメラのレンズ等のガラス、プラスチック製品や、
貴金属や光沢装飾品等の曇りや汚れを落とす拭き取り用途等に広く用いられている。
【０００３】
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　これらワイピング材の素材として、ポリエステルの割繊糸が広く用いられているが、吸
油性に優れ油性の汚れ拭き取り性には優れるものの、吸水性に劣るため、水滴等の水分拭
き取り性に問題がある。
【０００４】
　また、吸湿性素材である綿や麻、レーヨン等の紡績糸と合成繊維を複合した素材を用い
、前記吸水性を改良したワイピング材が提案されているが、短繊維の毛羽が拭き取り対象
物へ付着し易く、清掃性能に問題がある。
【０００５】
  該問題を解決するために、例えば特開平３－１８３１号公報（特許文献１）において、
１３重量％以上のアセテート長繊維と単糸繊度が０．５ｄ以下の極細長繊維との組合せ糸
からなる布帛であって、アルカリ処理によって、布帛表面に２重量％以上減量加工された
極細長繊維を配し、布帛内部に１３重量％以上減量加工されたアセテート長繊維を配し、
該布帛の保水率が２１０重量％以上、吸水速度が３秒以下である吸水性能を有するワイピ
ングクロスが提案されているが、布帛の安定性が悪く改良の余地があり、未だ満足できる
ものとはいえない。
【特許文献１】特開平３－１８３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
  本発明は、従来技術における上記問題点を解決するためになされたものであり、具体的
な目的は吸湿性、吸油性の両性能に優れ、布帛の安定性及び拭き取り性にも優れたワイピ
ング用布帛を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は上記課題を達成するもので、次の構成を備えている。
　すなわち、本発明は少なくともセルロース系繊維とポリエステル繊維の複合糸からなり
、以下の要件を満足することを特徴とするワイピング用布帛を提供する。
　(1) 剛軟度が３０ｍｍ以下であり、
  (2) 摩擦係数が０．２～０．３であって、
  (3) カバーファクターが１７００～２５００である。
【発明の効果】
【０００８】
  本発明のワイピング用布帛は、上記構成を備えていることにより、吸水性及び吸油性に
優れ、布帛の安定性があり、優れた拭き取り性能を有している。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
  以下、本発明の好適な実施の形態について具体的に説明する。
　本発明のワイピング用布帛は、少なくともセルロース系繊維とポリエステル繊維の複合
糸からなり、以下の要件を満足することが必要である。
  (1) 剛軟度が３０ｍｍ以下、
  (2) 摩擦係数が０．２～０．３、
  (3) カバーファクターが１７００～２５００である。
【００１０】
  本発明に用いるセルロース系繊維は、セルロースを原料として、再生或いは半合成され
た繊維のフィラメント糸であればよく、再生繊維としては、例えばビスコースレーヨン、
リヨセル等が挙げられ、半合成繊維としては、例えばセルロースジアセテート繊維、セル
ローストリアセテート繊維等が挙げられるが、その製法や種類を特に限定するものではな
く、また、単糸の断面形状、表面形状、艶、繊度等を特に限定するものではなく、得よう
とするワイピング用布帛を考慮して任意に選定すればよいが、好ましくは吸水性、布帛の
安定性の観点から次の構成が採用できる。
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【００１１】
　例えば、セルロースジアセテート繊維、セルローストリアセテート繊維に鹸化加工する
ことにより、通常のレーヨンよりも吸水効果の高い繊維とすると、ワイピング布帛への静
電気によるホコリ等の吸着を防止し、拭き取り対象物に対してもホコリ等を付着させるこ
とが無いことから好ましい。
【００１２】
  本発明に用いる合成繊維はその製法や種類を特に限定するものではなく、単糸の断面形
状、表面形状、艶、繊度、収縮性、伸縮性、染料染着特性等を特に限定するものではない
。また、２種類以上の合成繊維を複合したものであってもよく、好ましくは汚れ拭き取り
性の観点から次の構成が採用される。
  例えば、ポリエステル系繊維とポリアミド系繊維とからなる分割型原糸が、原糸の形状
がエッジを有することによる汚れ掻き取り性に優れており、特にマルチフィラメント化が
容易であることから好ましく用いられる。
【００１３】
  本発明に用いるセルロース系繊維とポリエステル繊維の複合糸は、その製法を特に限定
するものではなく目的とする織物の風合いや意匠性により任意に選定すればよいが、次の
構成を採用することが好ましい。
【００１４】
　例えば、インターレースによるエア混繊加工により、セルロース系繊維と合成繊維を適
度に交絡することで好適な加工糸を得ることができる。インターレースの交絡個数は６０
～１１０が好ましい。
　交絡個数が６０以下となると、布帛としたときのセルロース系繊維と合成繊維の色差に
よる杢が表出し易く、１１０以上となると複合糸の曲剛性が高くなり、布帛のドレープ性
が低くなってワイピングし易さが低下するとともに、交絡部部分が粗硬となり、拭き取り
時にムラ拭きになり易くなる。
【００１５】
　また、インターレース混繊の前に、セルロース系繊維、合成繊維のそれぞれに、若しく
はその片方に仮撚捲縮を施してもよく、この場合、ワイピング用布帛に適度なフクラミと
、密度感を付与できる。
【００１６】
　該複合糸を用い、布帛とした後にアルカリ処理により、セルロースアセテート繊維の鹸
化と合成繊維の割繊とが同時に実施できるので、好適なワイピング性能をもった布帛を効
率的に得ることができる。この工程を取ることにより、合成繊維による糸収縮と、セルロ
ースアセテート繊維の鹸化収縮とが制御でき、複合糸外層には比較的多くの合成繊維を配
置し、内層へは比較的多くの鹸化されたセルロースアセテート繊維を配置することが可能
となり、外層の合成繊維による油分に対する拭き取り性能、内層の鹸化されたセルロース
アセテートによる吸水、吸湿性能が発揮でき好ましい効果を得ることができる。
　また、前記インターレースによるエア混繊した複合糸に撚を施してもよく、この追撚に
より更なる顕著な外層、内層の効果を発揮することが可能となる。
【００１７】
　本発明のワイピング用布帛は、剛軟度が３０ｍｍ以下であることが必要である。
　剛軟度が３０ｍｍを越えると、布帛として硬く、ワイピングするときに曲がりづらく拭
き取り作業がしづらくなる。
【００１８】
　本発明のワイピング用布帛は、摩擦係数が０．２～０．３の範囲であることが必要であ
る。
　摩擦係数が０．２未満であると、対象物のワイピング時にエッジ効果、すなわち拭き取
り性が悪くなる。また、摩擦係数が０．３を越えると、対象物のワイピング時に、対象物
を傷つけてしまう虞れや、その引っ掛かりから、ハンドリングの不快感を生じてしまう。
【００１９】
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　本発明のワイピング用布帛は、カバーファクターが１７００～２５００の範囲であるこ
とが必要である。
　カバーファクターが１７００未満であると、ワイピング時にスナッグ等の問題を起こし
易い。また、カバファクターが２５００を超えると、布帛が硬くなり、ワイピングすると
きに曲がりづらく拭き取り作業がしづらくなる。
　以上の構成を採用することにより、別段特殊な後加工をせずとも、ワイピング性能に優
れた、ワイピング用布帛を得ることが出来る。
【００２０】
　本発明のワイピング布帛の吸水速度は特に規定するものではないが、５秒以下であるこ
とが好ましい。吸水速度が５秒を越えると、瞬時に水滴等の水分を吸い取れず、ワイピン
グ性能が悪くなる。
【００２１】
　本発明のワイピング布帛の保水率、保油率は特に指定するものではないが、１０分後の
保水率及び保油率が２００％以上、脱水後の保水率が５０％以上、脱水後の保油率が７０
％以上であることが好ましい。これらの数値を下回ると、せっかくワイピングによって除
去した水分や油分等の汚れを、再度拭き取り対象物に付着させることとなる。
【００２２】
　本発明の布帛の形態は、織物、編物と特に指定するものではなく、本発明の範囲内であ
れば、組織も自由に選択してよいが、本発明の布帛にあっては、平織りや綾織りからなる
単純な織物においても優れた効果を発揮する。　　　　　　　　　　　　　　　　　
【実施例】
【００２３】
　以下、本発明を実施例に基づいて具体的に説明する。また、その評価は次のように実施
した。
　１．  剛軟度
　「ＪＩＳ　Ｌ１０９６　剛軟性　Ａ法」により、経方向と緯方向の剛軟度を測定し、平
均値を算出した。
　２．  摩擦係数
　ＫＥＳ表面試験器によりＭＩＵを測定した。
　３．  カバーファクター
　以下の式(I) ～(III) により、計算した。
　カバーファクター＝経のカバーファクター＋緯のカバーファクター  …(I) 
  経のカバーファクター＝経糸の繊度(dTex)１／２×経糸密度（本／2.54cm) …(II)
  緯のカバーファクター＝緯糸の繊度(dTex)１／２×緯糸密度（本／2.54cm) …(III) 
　４．  吸水性
　「ＪＩＳ　Ｌ１９０７　滴下法」により、吸水性を測定した。
　５．１０分後の保水率及び保油率
　「ＪＩＳ　Ｌ１９９６　乾燥性　Ｂ法」により、保水率及び保油率を測定した。
　６．脱水後の保水率及び保油率
　遠心脱水機（２０００ｒｐｍ）にて、２分脱水後の保水率及び保油率を測定した。
【００２４】
　〔実施例１〕
　単糸菊型断面のトリアセテートマルチフィラメント糸（三菱レイヨン社製、ブライト１
１０ｄＴｅｘ／６４フィラメント（ｆ）　酢化度６１．２）と、ポリエステル及びポリア
ミドからなる分割型複合フィラメント糸（クラレ社製　ＣＲ－９５０　ＫＮ　８４ｄＴｅ
ｘ／２４ｆ）を用い、インタレースエア混繊糸を作成した。
【００２５】
　この混繊糸を、織物の経糸および緯糸に用い、平織りの織物を作成した。得られた織物
の生機を、常法により精練後、苛性ソーダ２６％ｏｗｆ溶液により１０５℃にて減量、鹸
化処理し、生機より３２．３％減量した布帛を常法により染色加工して、ライトブルーに
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ｃｍの平織り物を得た。
　得られた織物の物性は表１に記載した。得られた織物は、水分や油分の拭き取り性に優
れ、布帛の適度な柔らかさにより拭き心地の良いものであった。
【００２６】
　〔実施例２〕
　単糸菊型断面のトリアセテートマルチフィラメント糸（三菱レイヨン社製、ブライト１
１０ｄＴｅｘ／６４フィラメント（ｆ）　酢化度６１．２）と、ポリエステル及びポリア
ミドからなる分割型複合フィラメント糸（クラレ社製　ＣＲ－９５０　ＫＮ　８４ｄＴｅ
ｘ／２４ｆ）の仮撚加工糸とを用い、インタレースエア混繊糸を作成した。
【００２７】
　この混繊糸を、織物の経糸および緯糸に用い、平織りの織物を作成した。得られた織物
の生機を、常法により精練後、苛性ソーダ２６％ｏｗｆ溶液により１０５℃にて減量、鹸
化処理し、生機より３２．２％減量した布帛を常法により染色加工して、ライトブルーに
染色仕上げし、仕上げ経密度が８３本／２．５４ｃｍ、仕上げ緯密度が７３本／２．５４
ｃｍの平織り物を得た。
　得られた織物の物性は表１に記載した。得られた織物は、仮撚糸を用いたことにより実
施例１よりも水分や油分の拭き取り性に優れ、布帛の適度な柔らかさにより拭き心地の良
いものであった。
【００２８】
　〔実施例３〕
　実施例２にて作成した混繊糸を用い、織物の経糸および緯糸に用い、２／１右上がりの
綾織りの織物を作成した。
　得られた織物の生機を、常法により精練後、苛性ソーダ２６％ｏｗｆ溶液により１０５
℃にて減量、鹸化処理し、生機より３０．１％減量した布帛を常法により染色加工し、ラ
イトブルーに染色仕上げし、仕上げ経密度が１１０本／２．５４ｃｍ、仕上げ緯密度が９
４本／２．５４ｃｍの綾織り物を得た。
　得られた織物の物性は表１に記載した。得られた織物は、綾織り組織を用いたことによ
り実施例２よりも水分や油分の拭き取り性に優れ、布帛の適度な柔らかさより拭き心地の
良いものであった。
【００２９】
　〔比較例１〕
　単糸丸型断面のポリエステルマルチフィラメント糸（８４Ｔ／１８ｆ）を織物の経糸に
用い、ポリエステルフィラメント糸（２２０Ｔ／３４ｆ）の仮撚糸を織物の緯糸に用い２
／１の綾織の織物を作成した。得られた織物の生機を常法により精練後、苛性ソーダ２６
％ｏｗｆ溶液により１０５℃で減量処理し、生機より３０．６％減量した布帛を常法によ
り染色加工して、ライトブルーに染色仕上げし、仕上げ経密度が１４４本／２．５４ｃｍ
、仕上げ緯密度が１１２本／２．５４ｃｍの綾織物を得た。
【００３０】
　得られた織物の物性は表１に記載した。得られた織物は、油分の拭き取りには申し分無
いものであったが、水分の拭き取り性に劣るものであった。また、摩擦係数が高いため、
拭き取り対象物に若干のスリキズが見られた。
【００３１】
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